
ム「
て
ん
て
こ
舞
」が
組
織
さ
れ
た
。
チ
ー
ム
に
は
重
度
障
害
を

も
つ
人
も
少
な
く
な
く
、
送
迎
の
問
題
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
参
加

を
通
じ
て
多
く
の
障
害
を
も
つ
人
が
、
自
分
の
力
で
外
に
出
て
い

く
自
信
を
も
て
た
と
い
う
。

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
ま
ち
は
バ
リ
ア
だ
ら
け
で
あ
る
。
こ

の
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
報
告
書
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
市
は
2
0
0
2
年
の
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
に
ら
ん
で
、
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
レ
ジ
ャ

ー
ス
ポ
ッ
ト
等
の
バ
リ
ア
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
障
害
者
団
体
に
委
託
さ
れ
、
取
り
ま
と
め
が
行
わ

れ
た
後
に
、
各
種
施
策
に
生
か
さ
れ
る
。

市
の
生
活
リ
ハ
ビ
リ
教
室
で
は
、
理
学
療
法
士
と
保
健
婦
ま

た
は
理
学
療
法
士
と
看
護
婦
と
い
う
ペ
ア
で
、
当
事
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
、さ
ま
ざ
ま
な
リ
ハ
ビ
リ
の
企
画
を
立
て
て
い
る
。

そ
の
一
環
と
し
て
障
害
を
も
つ
人
の
外
出
に
も
同
行
。
一
緒
に

道
路
を
横
断
し
た
り
、
路
面
電
車
に
乗
っ
た
り
し
て
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
、
バ
リ
ア
を
克
服
で
き
る
か
を
調
査
し
て
い
る
。

小
学
校
区
が
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
福
祉

縦
割
り
的
な
活
動
を
見
直
し
、
幅
広
い
福
祉
施
策
の
展
開
を

図
る
た
め
に
、
市
の
機
構
改
革
も
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
の
障
害

福
祉
課
は
、
障
害
福
祉
の
分
野
に
止
ま
ら
ず
、
元
気
老
人
対
策
、

寝
た
き
り
予
防
対
策
を
総
合
的
に
展
開
す
る
た
め
に
、「
元
気
い

き
が
い
課
」
と
し
て
組
織

変
更
さ
れ
た
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
当
た
っ
て
は
、
市
内
15

カ
所
に
地
域
福
祉
型
の

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
、
民
間
活
力
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
構
想

2
0
0
1
年
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
す
る「
次
期
総
合
計
画
」

の
策
定
に
向
け
て
、
民
間
委
員
を
中
心
と
す
る
審
議
会
で
の
論

議
が
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
論
議
を
集
約
す
る
と
、
都
市

づ
く
り
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は「
人
、
都
市
、
環
境
」だ
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
の
思
想
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
自
然
環
境
の
保
全
、
資

源
循
環
型
社
会
の
構
築
、
地
域
防
災
力
の
向
上
な
ど
を
図
り
、

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
見
込
み
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い

る
の
が
、
建
設
中
の
南
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
す
る
エ

リ
ア
で
あ
る
。
同
地
区
で
は
区
画
整
理
事
業
が
並
行
し
て
進
め

ら
れ
て
お
り
、
仮
換
地
が
決
定
し
だ
い
、
周
辺
地
区
の
整
備
に
入

る
。
そ
ん
な
に
広
く
な
い
エ
リ
ア
だ
が
、
市
有
地
予
定
地
の
有
効

活
用
を
図
り
な
が
ら
整
備
さ
れ
る
予
定
だ
。

ま
た
市
中
心
部
で
は
1
9
9
7
年
か
ら
、
電
線
の
地
中
化
、

段
差
解
消
、
自
動
車
速
度
の
抑
制
な
ど
、
都
市
環
境
の
改
善
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
、
現
行
の
点
字
ブ

ロ
ッ
ク
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
丸
形
突
起
と
台
形
型
突
起
の
2
種
類
あ
る

が
、い
ず
れ
に
も
問
題
が
あ
る
。
例
え
ば
台
形
型
は
ハ
イ
ヒ
ー
ル
が

元気いきがい課に勤務する理学
療法士、田中左知さん

地元で穫れた作物などが並ぶ「日曜市」

民権思想でユニバーサルデザインを推進

原案の段階から市民がつくる総合計画
総合計画の見直しの年であるとお聞きしています。そこには、
ユニバーサルデザインの考え方が盛り込まれるのでしょうか。

松尾――行政が作成した原案を審議会に諮るというのが従来のや
り方。しかしこれでは、市民参加の計画づくりとは言い難い。総合計
画の見直しに当たっては、「21世紀プランを語る会」を立ち上げるな
ど、昨年1年間、さまざまな分野で活躍している市民の方々の意見を
お聞きしました。そこで出て来た言葉がユニバーサルデザインです。
審議会では、「現存するバリアを放置して、いきなりユニバーサルデ

ザインと言われても、見捨てられた気がする」との意見もありました。
ユニバーサルデザインが何であるか、その認知度がまだ低いの
で、このような意見が出されたのではないでしょうか。

松尾――ユニバーサルデザインはバリアフリーと対立する概念ではあ
りません。現存するバリアを取り除くとともに、新たなバリアを作らな
い。そういう考え方だと理解しています。この概念は、福祉分野に止
まらず、まちづくり全体を包括できるキーコンセプトになりえるでしょう。
市民が主体となる「ユニバーサルデザイン検討委員会」を早急に創設
して、そこで出された意見を総合計画に盛り込んでいこうと思います。
これからのまちづくりは、自分でできることは自分でする「自助」、地
域の人々が助け合う「共助」、その隙間を公が埋めていく「公助」がバ
ランスよく溶け合っていなければなりません。ユニバーサルデザインは、
そのような関係をつくっていくうえでも重要な考え方です。

モデル地区を設定して面的整備を行う
現在建設中の南部健康福祉センター周辺を、ユニバーサルデ
ザインを取り入れて、道路なども含めて面的整備を行う計画が
あるとお聞きしておりますが。

松尾――昨年のよさこい祭りでは、高知バリアフリー実行委員会の
人々が中心になって、障害をもつ人のダンス・チーム「てんてこ舞」を
組織しました。その過程で、実際に道路などまちを点検したところ、
バリアの多さに仰天。そこで、特定の地域をバリアフリーにしたらど
うかという提案を頂きました。その提案を受けて、モデル地区を構想
したしだいです。
南部健康福祉センターは公営住宅との複合施設です。住宅は120

戸で、半数以上が高齢者向け。また同センターは障害をもつ人のた
めのさまざまな支援機能を集積した障害者福祉の中核施設です。
たくさんの高齢者が生活し、障害のある人が集まって来る施設な
ので、周辺道路も含め、地域の協力を得て、ハード・ソフトの両面で
ユニバーサルデザインにできればと、現在さまざまな人たちの知恵を
集めて検討しております。センターは来年1月オープン予定ですが、
面的整備には4、5年かかりそうです。

龍馬のこころが息づく龍馬都市
高知といえば坂本龍馬。
また自由民権運動の発祥の地でもありますね。
松尾――総合計画では、ユニバーサルデザインを盛り込むとともに、
龍馬を際立たせたい。原案にも、「龍馬の心が息づくまち龍馬都市」
と明記しています。龍馬は先見性があり、人間性あふれる人物です。
彼の人間愛や発想は、現代社会でも教育、福祉、まちづくりなど、
さまざまな分野で生かしていくことができるでしょう。「龍馬都市」とい
うネーミングは、他の都市では真似できないですし。
またユニバーサルデザインはアメリカの公民権運動から生まれたと聞
いております。土佐で生まれた自由民権運動の「民権」も、その由来は
公民権。もともと高知には、さまざまな人々が同じテーブルを囲んで議
論し合いながら、地域づくりを行っていく土壌があるのかもしれません。

松尾徹人 高知市長

まつお　てつと●1947年、山口県生ま
れ。1969年、東京大学法学部卒業。同
年、自治省入省。1994年、行政局選挙
部選挙課長を最後に同省を退職。同年、
高知市長就任、現在2期目

障害をもつ人のダンスチーム、「てんてこ舞」

市町村レポート
KOCHI CITY

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で
つ
く
る

21
世
紀
の
都
市
プ
ラ
ン

を
利
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
態
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
施
策
の

展
開
が
図
ら
れ
る
。
介
護
予
防
対
策
と
し
て
は
、「
な
ご
や
か
宅
老

事
業
」と
し
て
市
内
9
カ
所
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
Ｎ
Ｐ
O
団
体

な
ど
の
協
力
を
得
て
、
宅
老
所
を
開
設
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

学
校
の
空
き
教
室
を
利
用
し
て
、「
学
校
地
域
交
流
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
」
も
開
始
さ
れ
た
。
本
年
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

て
、
3
学
校
で
行
わ
れ
る
。
小
学
校
区
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
市
民

参
加
や
地
域
資
源
を
活
用
し
て
、
地
域
福
祉
型
推
進
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
図
っ
て
い
く
構
え
だ
。

市
民
主
導
型
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
市
内
35
地

域
の
う
ち
、
現
在
ま
で
に
25
地
域
で
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
策
定

市
民
会
議
」が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
施

策
化
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
市
民
の
声
を
汲
み
上
げ
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
」を
策
定
す
る
こ

の
よ
う
な
市
民
会
議
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

の
合
意
形
成
の
装
置
と
し
て
も
有
効
で
あ
る
。

痛
み
に
く
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
視
覚
に
障
害
を
も
つ
人
に
は
足

裏
で
踏
ん
だ
と
き
に
わ
か
り
に
く
い
と
不
評
だ
。
地
場
産
業
に
対

し
て
、
新
た
な
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

障
害
の
あ
る
人
も
一
緒
に
踊
る「
よ
さ
こ
い
祭
り
」

昨
年
の
よ
さ
こ
い
祭
り
に
、「
こ
う
ち
よ
さ
こ
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー

実
行
委
員
会
」が
中
心
と
な
っ
て
、
障
害
を
も
つ
人
の
自
立
と
社

会
参
加
を
目
的
と
し
て
、
障
害
を
も
つ
人
中
心
の
ダ
ン
ス
・
チ
ー

首　長
インタビュー

高
知
市



76地方自治体フォーラム●高知県

地
元
の
木
材
を
活
用
し
て「
地
産
地
消
」に
注
力

檮
原
町
は
愛
媛
県
境
沿
い
に
広
が
る
山
間
の
町
で
あ
る
。
森

林
面
積
が
91
％
を
占
め
る
林
業
の
町
だ
。

町
の
総
合
振
興
計
画
で
は
、「
木
の
里
づ
く
り
」と
題
し
て
、
基

幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
の
振
興
が
う
た
わ
れ
、
森
林
や
そ
こ
か

ら
得
ら
れ
る
山
の
恵
み
を
、
日
常
の
暮
ら
し
に
も
生
か
し
て
い
こ

う
と
、
町
は
公
共
施
設
を
木
造
で
建
設
す
る
な
ど
、
可
能
な
か

ぎ
り
町
産
材
の
活
用
に
努
め
て
い
る
。

同
町
は
地
元
の
産
品
を
地
元
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」に

力
を
注
い
で
お
り
、
町
立
の
学
習
館
、
保
育
所
、
体
育
館
、
町
営

住
宅
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
木
造
建
築
。
第
3
セ
ク
タ

ー
方
式
で
運
営
す
る「
雲
の
上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」で
は
、
建
物
の
構

造
材
と
し
て
町
産
の
ス
ギ
材
が
用
い
ら
れ
、
食
材
と
し
て
地
元
で

採
れ
た
農
産
物
が
使
わ
れ
て
い
る
。
現
在
建
設
中
の
高
齢
者
合

宿
施
設
も
木
造
だ
。

6
地
区
に
高
齢
者
合
宿
施
設
を
建
設

南
国
高
知
に
も
雪
が
降
る
。
北
国
と
比
べ
て
除
雪
シ
ス
テ
ム

が
発
達
し
て
い
な
い
の
で
、
道
路
が
閉
ざ
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
。
地
域
の
血
液
で
あ
る
道
路
が
封
鎖
さ
れ
れ
ば
、
高
齢
者
が

体
調
の
急
変
を
訴
え
た
と
き
な
ど
、
迅
速
な
対
応
が
で
き
な
い

の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

町
の
中
核
医
療
機
関
で
あ
る
町
立
病
院
に
は
、
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
が
併
設
さ
れ
て
お
り
、
冬
期
間
だ
け
こ
こ
で
暮

ら
す
高
齢
者
も
い
る
。
本
人
に
と
っ
て
も
家
族
に
と
っ
て
も
、

住
居
と
病
院
が
廊
下
で
結
ば
れ
て
い
る
の
で
安
心
だ
。
1
人
も

し
く
は
夫
婦
用
の
部
屋
が
8
つ
あ
り
、
ト
イ
レ
、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン

付
き
。

町
で
は
こ
の
よ
う
な
高
齢

者
合
宿
施
設
を
、
各
地
区

（
6
地
区
）に
建
設
す
る
計

画
を
進
め
て
い
る
。
高
齢
者

に
と
っ
て
は
、
共
同
で
生
活

す
る
こ
と
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
、
相

互
扶
助
意
識
が
高
め
ら
れ

る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参

加
意
欲
を
促
す
効
果
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
、

サ
テ
ラ
イ
ト
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

が
実
施
さ
れ
る
見
込
み
。

各施設の内容 

●高齢者生活福祉センター（1人もしくは夫婦用） 
　8室、トイレ、ミニキッチン付き、浴室はデイサービスと併設  

●こうふくの家（1～2人用） 
　5室、トイレ、ミニキッチン付き、浴室、洗濯は共同、役場、病院へ徒歩5分 

●松原高齢者合宿施設やすらぎの家（1人もしくは夫婦用） 
　5戸、トイレ、キッチン（車イス対応）、浴室付き 

●はつせ高齢者合宿施設（1人もしくは夫婦用） 
　3戸、トイレ、ミニキッチン付き、浴室共同、　 
　研修交流施設併設（研修室、デイサービスルーム） 

●神の山高齢者合宿施設 
　研修交流施設（研修室、談話室）のみ、住宅部門なし 

●四万川高齢者合宿施設いちょうの家 
　5戸、トイレ、キッチン（車イス対応）、浴室付き、　 
　研修交流施設併設（研修室、デイサービスルーム） 

439

197

440

神の山高齢者合宿施設 

四万川高齢者合宿施設 

はつせ高齢者合宿施設 

松原高齢者合宿施設 

高齢者生活福祉センター 

こうふくの家 北川川 

四万十川 

梼原川 

町の中心部にあるデイサービスセンター

市町村レポート
YUSUHARA TOWN

住
み
慣
れ
た
地
域
で

い
つ
ま
で
も
暮
ら
す
た
め
に

地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
中

梼
原
町
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年
齢
を
超
え
て
ペ
タ
ン
ク
に
興
じ
る
町

香
北
町
は
ニ
ラ
、
シ
ョ
ウ
ガ
、
イ
チ
ゴ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
な
ど
を

特
産
品
と
す
る
農
業
の
町
で
あ
る
。
過
疎
化
の
波
は
他
の
山
間

地
の
町
村
と
同
じ
だ
。
高
齢
化
率
は
37
％
。

こ
の
ま
ま
で
は
町
が
衰
退
す
る
と
の
住
民
の
危
機
意
識
は
強

く
、
15
年
ほ
ど
前
か
ら
青
年
や
婦
人
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ

が
、
ま
ち
に
に
ぎ
わ
い
を
も
た
ら
す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
企
画
運
営
し
て
い
る
。
自
然
豊
か
な
物
部
川
の
ほ
と
り

で
開
か
れ
た「
物
部
川
遊
・
裕
共
和
国
」
も
そ
の
1
つ
で
、
人
口

6
0
0
0
の
小
村
に
2
日
間
で
約
1
万
人
が
集
ま
っ
た
。
国
道

沿
い
を
花
で
飾
っ
た
り
、
ゴ
ミ
を
拾
っ
た
り
す
る
美
化
運
動
に
従

事
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
育
っ
て
い
る
。

こ
の
町
の
広
場
や
公
園
で
は
、
人
々
が
金
属
製
の
ボ
ー
ル
を

投
げ
合
っ
て
遊
ぶ
姿
を
よ
く
見
か
け
る
。
こ
れ
は
ペ
タ
ン
ク
と
呼

ば
れ
る
フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
だ
。
ル
ー
ル
が
簡
単
で
、

俊
敏
な
動
き
が
必
要
と
さ
れ
な
い
の
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
楽

し
め
る
。
ま
た
車
イ
ス
使
用
者
で
も
、
い
っ
し
ょ
に
興
じ
る
こ
と

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
民
間
団
体
で
あ
る
町
ペ
タ
ン
ク
協

会
の
会
員
数
は
約
1
0
0
人
。
20
代
か
ら
80
代
ま
で
会
員
登
録

し
て
お
り
、
家
族
3
世
代
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
試
合
に
出
場
す

る
こ
と
も
あ
る
。

民
間
の
動
き
と
と
も
に
、
行
政
の
活
性
化
事
業
も
活
発
で
、

町
の
中
心
に
あ
る
美
良
布
地
区
に
は
、
集
客
力
の
あ
る
施
設
が

軒
を
並
べ
て
い
る
。

集
客
力
あ
る
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
施
設
群

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」に
は
同
町
出
身
の
漫
画
家
や

な
せ
た
か
し
氏
の
作
品
が
、
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
美
術

館
と
い
う
よ
り
は
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
・
パ
ー
ク
と
い
っ
た
趣
で
、

週
末
に
は
子
ど
も
連
れ
で
た
い
へ
ん
な
に
ぎ
わ
い
を
み
せ
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
前
に
は
、
木
製
の
遊
具
を
備
え
た「
子
ど
も

広
場
」
が
あ
り
、
建
物
の
中
で
も
外
で
も
子
ど
も
た
ち
を
飽
き

さ
せ
な
い
。

1
万
7
0
0
0
㎡
の
広
い
敷
地
に
は
、
農
産
物
・
加
工
品
直

販
店
や
健
康
づ
く
り
施
設
「
セ
レ
ネ
」が
建
ち
並
ぶ
。「
セ
レ
ネ
」

は
屋
内
と
屋
外
の
2
つ
の
プ
ー
ル
を
も
ち
、
水
中
照
明
が
設
備

さ
れ
て
い
る
。
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
で
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
懇
切
に
指
導
。
計
画
時
に
町
職
員
が
バ
ー
デ
ン
バ
ー
デ

ン（
独
）な
ど
の
保
養
地
を
視
察
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
ア
イ
デ
ア
を

盛
り
込
ん
だ
成
果
で
あ
る
。
県
内
の
第
3
セ
ク
タ
ー
方
式
で
運
営

さ
れ
て
い
る
施
設
の
中
で
、
成
功
を
収
め
て
い
る
珍
し
い
例
で
あ
る
。

同
町
は
今
年
3
月
、
美
良
布
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
手
引
き
書

（
基
本
構
想
）を
ま
と
め
た
。
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
住
民
参
加

を
踏
ま
え
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ（
全
8
回
）を
実
施
。
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ
は
「
冒
険
・
探

検
・
発
見
の
ス
テ
ー
ジ
」で
、「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」
周
辺

が
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

一
般
住
宅
地
や
商
業
地
の
整
備
方
針
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
公
園
も
同
様
で
、

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
豊
か
な
自
然
資
源
な
ど
の
固
有

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
用
し
、
1
つ
の
観
光
要
素
と
な
る
よ
う
、

広
域
的
利
用
者
も
対
象
と
し
た
公
園
と
し
て
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
公
園
と
は
、
住
民
自
身

が
計
画
立
案
に
参
加
し
て
、
完
成
後
は
住
民
に
よ
る
管
理
運
営

を
す
る
公
園
の
こ
と
で
あ
る
。
施
設
に
つ
い
て
は
左
記
の
具
体

例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

アンパンマンミュージアム。アンパンマンの作者、やなせたかし氏は同町出身

公園ユニバーサルデザイン化における配慮の具体例 

・総合案内板の設置 
・勾配5％以下の園路 
・遠路誘導支援装置の設置（誘導柵、点字ブロック音声誘導） 
・手すり付きのベンチ、車イス対応トイレ、子どもや車イスの人が利用しやすい 
  高さの水飲み台の設置 
・さまざまな人が交流できるピクニックテーブルの設置 
・複合遊具の設置 
・生きがいづくり、ガーデンセラピーとして活用できる菜園の設置など 

市町村レポート
KAHOKU TOWN

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

盛
り
込
ん
だ

「
ま
ち
づ
く
り
手
引
き
書
」を
作
成

香
北
町
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カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
が
集
ま
る
四
万
十
川
沿
い
の
村

西
土
佐
村
の
人
口
は
約
4
0
0
0
。
平
地
は
四
万
十
川
の
流

域
に
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
だ
け
の
峡
谷
型
の
純
農
村
で
あ
る
。

産
業
は
農
林
業
が
主
で
シ
イ
タ
ケ
、
ス
イ
カ
、
イ
チ
ゴ
、
シ
シ
ト
ウ

な
ど
の
産
地
。
近
年
は
四
万
十
川
ブ
ー
ム
を
背
景
に
、
カ
ヌ
ー
を

中
心
と
す
る
観
光
客
が
急
増
し
て
い
る
。

「
カ
ヌ
ー
館
」は
全
国
か
ら
集
ま
る
カ
ヌ
ー
イ
ス
ト
の
交
流
拠

点
。
初
心
者
で
も
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
る

し
、
カ
ヌ
ー
の
レ
ン
タ
ル
も
可
能
だ
。
カ
ヌ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て
、
こ

の
村
に
住
み
着
く
人
も
い
る
と
い
う
。
宿
泊
施
設
に
は
ホ
テ
ル
、

ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
、
旅
館
、
民
宿
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
な
ど

が
あ
り
、
選
択
の
幅
は
広
い
。

同
村
は
ま
た
、
健
康
づ
く
り
運
動
が
盛
ん
な
自
治
体
と
し
て

も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
同
村
の
健
康
づ
く
り
運
動
は
、
単
な
る

長
生
き
の
た
め
の
運
動
で
は
な
く
、
よ
り
人
間
ら
し
く
充
実
し

た
人
生
を
送
る
た
め
の
運
動
だ
。
そ
の
領
域
は
病
気
の
予
防
や

健
康
増
進
は
も
ち
ろ
ん
、
産
業
、
教
育
、
文
化
、
環
境
、
福
祉
な

ど
多
岐
に
わ
た
る
。
運
動
開
始
か
ら
16
年
を
経
て
、「
地
区
保
健

推
進
委
員
会
」
を
中
心
と
し
た
住
民
の
自
主
活
動
は
地
域
に
し

っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
。

同
村
の
高
齢
化
率
は
県
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
1
人
当
た
り
老
人
医
療
費（
国
保
）は
、
国
や
県
の
平
均

を
大
き
く
下
回
る
。
一
般
医
療
費
に
し
て
も
同
じ
で
、
県
平
均

と
比
較
す
る
と
、
単
年
度
だ
け
で
3
億
円
以
上
の
医
療
費
が
軽

減
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
健
康
づ
く
り
運
動
が
実
を

結
ん
だ
証
左
で
あ
る
。

西土佐村の総合健康づくりチャート 

 
住　　民 
 
 
 
 

患　　者 
 

急　　患 
 

在宅療養 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

独　　居 
 

一般高齢者 

保健福祉センター 県・保健所 
総合保健協会 

リハビリテーション 

地区ボランティア 

地 区 保 健 推 進 委 員 会  

中央診療所（19床） 

在宅介護支援センター 

消　　防 
後方病院 

社会福祉協議会 
西土佐福祉会 
役場関連課係 
J　　A

特別養護老人ホーム 
ショートステイ 
デイサービス 
ケ ア ハウス 
ヘルパーステーション 

学 習 
検 診 
訪 問 指 導 
 
 
リハビリ学 級 
 
 
出 張 診 療 
受 診 
往 診 
救 急 車 
訪 問 看 護 
訪 問 診 療 
訪 問リハビリ 
 
訪 問 入 浴 
 
ショートステイ 
ヘルパー訪問 
デイサービス 
シルバーハウス 

「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
に
し
と
さ
」が
オ
ー
プ
ン

四
万
十
川
を
一
望
に
で
き
る
高
台
に
、
保
健
医
療
福
祉
の
施

設
群
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
央
診
療
所
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
保
健
医
療
福
祉
ゾ
ー
ン
だ
。
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
は
廊
下
で
結
ば
れ
て
お
り
、
施
設
間
を
ス
リ
ッ
パ
で

移
動
で
き
る
。

介
護
保
険
の
導
入
を
契
機
と
し
て
、
在
宅
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
の

一
元
化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
群
に
加
え
て
、
今
年

4
月
、「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
・
に
し
と
さ
」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
の
ケ
ア

ハ
ウ
ス
は
、
病
弱
者
や
障
害
を
も
つ
人
に
も
対
応
で
き
る
軽
費
老

人
ホ
ー
ム
で
あ
る
。
村
が
設
置
し
、
社
会
福
祉
法
人
に
よ
り
運

営
さ
れ
る
公
設
民
営
の
施
設
で
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
併

設
さ
れ
て
い
る
。
全
室
段
差
が
な
い
車
イ
ス
対
応
の
施
設
だ
。

居
室
に
は
個
室
と
夫
婦
部
屋
が
あ
り
、い
ず
れ
も
冷
暖
房
完

備
。
洋
式
ト
イ
レ
、
ミ
ニ
キ
ッ
チ
ン
、
収
納
ス
ペ
ー
ス
、
冷
蔵
庫
、
洗

濯
機
、
電
話
、
ベ
ッ
ド
、
緊
急
連
絡
用
ブ
ザ
ー
な
ど
が
設
備
さ
れ

て
い
る
。
入
所
定
員
19
人
。

利
用
条
件
は
、
60
歳
以
上
で
、
自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身

体
機
能
の
低
下
の
あ
る
人
、
ま
た
は
高
齢
の
た
め
在
宅
で
独
立

し
て
生
活
す
る
こ
と
に
不
安
の
あ
る
人
。
夫
婦
の
場
合
は
、
ど

ち
ら
か
が
60
歳
以
上
で
あ
れ
ば
利
用
で
き
る
。

栄
養
士
の
作
成
し
た
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
食
事
が
3
食
提
供
さ
れ
る

し
、
入
浴
日
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
毎
日
。
緊
急
時
の
対
応

も
万
全
で
、
夜
間
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
宿
直
職
員
が
対
応

す
る
。
入
居
後
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は
、
併
設
の
ヘ
ル
パ

ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
の
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
中
央
診

療
所
か
ら
の
訪
問
看
護
が
受
け
ら
れ
る
。
生
き
が
い
活
動
と
し
て
、

ク
ラ
ブ
活
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
地
域
と
の
交
流
活
動
を
実
施
。

市町村レポート
NISHITOSA VILLAGE

長
寿
社
会
に
対
応
す
る

健
康
づ
く
り
運
動
で

年
間
3
億
円
以
上
の
医
療
費
を
軽
減

西
土
佐
村
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村
を
甦
ら
せ
た
保
健
福
祉
施
設

山
深
い
四
国
山
地
の
小
村
に
昨
年
、
温
水
プ
ー
ル
や
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
備
え
た
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
里
楽（
り

ら
く
）」が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
温
水
プ
ー
ル
は
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
に
興
じ
る
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
健
康
増
進
の
た
め
に

利
用
す
る
高
齢
者
ま
で
、
世
代
を
超
え
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

サ
ウ
ナ
風
呂
や
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
も
完
備
さ
れ
て
お
り
、
ま
る
で

村
の
社
交
場
の

よ
う
だ
。

葉
山
村
の
人

口
は
約
4
6
0

0
。
こ
の
小
さ
な

村
の
施
設
に
1
日

平
均
1
4
6
人
が

訪
れ
る
。
利
用
者

の
6
割
が
村
民

で
、
4
割
が
村
外

か
ら
だ
。
利
用
料

は
大
人
1
0
0
0

円
、
子
供
4
0
0

円
だ
が
、
村
民
は
半
額
に
な
る
。
村
民
に
対
し
て
は
、
年
間
を
通

じ
て
施
設
を
利
用
で
き
る
会
員
券
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
価
格

は
3
万
5
0
0
0
円（
大
人
）。

セ
ン
タ
ー
に
は
健
康
増
進
施
設
の
ほ
か
に
、
村
の
保
健
福
祉
部

門
や
障
害
の
あ
る
人
の
共
同
作
業
所
が
入
居
し
、
図
書
館
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
室
、
多
目
的
ホ
ー
ル
も
完
備
さ
れ
て
い
る
。
セ
ン
タ
ー

周
辺
に
は
、
高
齢
者
ケ
ア
施
設
や
保
育
園
な
ど
が
集
中
し
て
お

り
、
福
祉
エ
リ
ア
と
い
っ
た
趣
だ
。

村
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
は
高
い
。
セ
ン
タ
ー
で
は
、
約
70

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
て
、
高
齢
者
宅
へ
の
配
食
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
。
多
目
的
ホ
ー
ル
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
や
身
体

障
害
者
連
合
会
な
ど
、
村
の
福
祉
団
体
を
中
心
に
頻
繁
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

通
所
型
の
共
同
作
業
所
を
併
設

セ
ン
タ
ー
の
清
掃
や
タ
オ
ル
の
洗
濯
な
ど
の
業
務
は
、
村
か
ら

共
同
作
業
所
に
委
託
さ
れ
て
い
る
。
働
い
て
い
る
の
は
5
人
で
、

知
的
障
害
者
と
身
体
障
害
者
が
助
け
合
い
な
が
ら
仕
事
に
励
ん

で
い
る
。
人
気
の
公
共
施
設
な
の
で
、
仕
事
は
忙
し
い
。

受
託
事
業
の
内
訳
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
軽
清
掃
作
業
、
自
動

販
売
機
管
理
、
喫
茶
営
業
で
、
年
間
の
総
事
業
収
入
は
6
4
8

万
円
。
1
人
当
た
り
の
収
入
は
月
額
平
均
3
万
円
だ
が
、
利
用

者
が
増
え
れ
ば
こ
の
額
は
増
額
で
き
る
。
村
の
公
共
施
設
で
働

き
、
労
働
の
対
価
と
し
て
工
賃
を
受
け
取
る
こ
と
は
、
障
害
の
あ

る
人
の
自
信
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
は
業
者
に

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
の
と
遜
色
な
い
と
い
う
。

こ
う
し
た
清
掃
や
洗
濯
は
業
者
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
た

場
合
よ
り
も
村
の
財
政
負
担
が
少
な
い
し
、
障
害
の
あ
る
人
の

自
立
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
注
目

を
集
め
て
お
り
、
他
自
治
体
か
ら
の
視
察
も
数
多
い
。

日
常
的
に
障
害
の
あ
る
人
が
働
い
て
い
る
様
子
を
垣
間
見
る

こ
と
で
、
村
民
の
意
識
に
も
変
化
が
起
き
は
じ
め
て
い
る
。
障
害

を
1
つ
の
個
性
と
捉
え
る
意
識
が
、
彼
ら
の
仕
事
ぶ
り
を
通
し
て
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
育
ま
れ
て
い
く
の
か
も
し
れ
な
い
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て

農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
小
さ
な
村
で
あ
る
。
同
村
は
ハ
ー

ブ
園
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
観
光
開
発
を
行
い
、
地
場
産
業
に
よ

る
村
の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

夏
期
に
は
、
セ
ン
タ
ー
の
近
く
の
広
場
で
、
子
供
か
ら
高
齢
者

ま
で
、
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
、
み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
楽

し
め
る「
さ
ん
さ
ん
ふ
れ
あ
い
夏
祭
り
」が
開
か
れ
る
。

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
っ
て
す
ぐ
右
手
が
保
健
福
祉
部
門
の
オ
フ

ィ
ス
で
、
左
手
が
共
同
作
業
所
が
運
営
す
る
喫
茶
店
。
オ
フ
ィ
ス

と
そ
れ
以
外
の
施
設
は
、
低
い
カ
ウ
ン
タ
ー
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

オ
フ
ィ
ス
に
は
村
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
重
要
書
類
も
少

な
く
な
い
が
、
勤
務
時
間
を
過
ぎ
て
も
戸
締
ま
り
は
し
な
い
と
い

う
。
1
人
ひ
と
り
が
顔
見
知
り
の
こ
の
村
で
は
、
余
計
な
心
配
は

い
ら
な
い
の
だ
ろ
う
。

セ
ン
タ
ー
は
保
健
福
祉
の
複
合
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
村
民

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

温水プールやサウナの利用者の4割は村外から

市町村レポート
HAYAMA VILLAGE

村
営
施
設
の
一
部
業
務
を

障
害
を
も
つ
人
の
共
同
作
業
所
に

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

葉
山
村


